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猪い
な
が
わ

名
川
は
兵
庫
県
と
大
阪
府
の
府
県
境
に
位

置
し
、
そ
の
上
流
域
と
な
る
北
摂
地
域
の
里
山

は
、
ク
ヌ
ギ
を
原
木
と
し
た
一ひ
と
く
ら
ず
み

庫
炭
、
池
田
炭

の
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
切
り
口
が
菊
の
花

の
よ
う
な
模
様
に
な
る
こ
と
か
ら
、
菊
炭
と
も

よ
ば
れ
、
主
に
高
品
質
の
茶
道
の
炭
と
し
て
利

用
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
高
品
質
と
は
、
火
力
が

強
く
香
り
が
良
い
こ
と
、
薄
い
樹
皮
が
密
着
し

て
い
る
こ
と
、
断
面
が
真
円
に
近
い
こ
と
、
な

ど
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

猪
名
川
上
流
域
で
の
炭
焼
き
の
歴
史
は
古
く
、

「
勝
尾
寺
文
書
」（
１
１
８
２
年
）に
記
さ
れ
て
い

ま
す
。
室
町
時
代
に
は
銀
の
精
錬
用
と
し
て
盛

ん
に
焼
か
れ
た
歴
史
が
あ
り
、
そ
の
後
、
豊
臣

秀
吉
の
茶
会
に
お
い
て
茶
道
の
炭
と
し
て
使
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
江
戸
時
代
に

は
、
26
の
関
連
古
書
籍
が
み
ら
れ
、
例
え
ば
、

「
毛
吹
草
」（
１
６
４
５
年
）で
は
、
一
庫
炭
（
現

在
の
川
西
市
で
生
産
さ
れ
る
炭
）
が
池
田
で
販

売
さ
れ
、
池
田
炭
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

こ
と
が
記
さ
れ
、「
伊
奈
郷
農
事
録
」（
１
７
２
６

年
）
は
10
年
周
期
で
伐
採
を
繰
り
返
す
輪
伐
に

つ
い
て
、「
広
益
国
産
考
」（
１
８
４
４
年
）に
は

「
台
場
ク
ヌ
ギ
」
に
つ
い
て
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

台
場
ク
ヌ
ギ
は
、
台
場
と
い
う
頭
木
仕
立
て

で
育
成
さ
れ
る
ク
ヌ
ギ
で
あ
り
、
植
栽
さ
れ
10

〜
20
年
た
っ
た
ク
ヌ
ギ
の
幹
を
地
上
か
ら
１
〜

２
ｍ
と
い
う
比
較
的
高
い
位
置
で
伐
り
、
切
株

の
上
部
か
ら
萌
芽
す
る
幹
を
10
年
ご
と
に
伐
採

す
る
、
と
い
う
仕
立
て
方
を
し
た
も
の
で
す
。

繰
り
返
し
伐
採
す
る
こ
と
で
切
株
は
太
く
な
り
、

太
い
も
の
で
は
直
径
70
〜
80
㎝
に
達
し
、
樹
齢

は
２
０
０
年
近
く
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
伐
採

年
の
異
な
る
様
々
な
林
分
が
ま
と
ま
っ
て
分
布
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す
る
た
め
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
状
の
里
山
景
観
が

形
成
さ
れ
ま
す
。
こ
う
し
た
台
場
ク
ヌ
ギ
が
分

布
す
る
里
山
に
は
、
オ
オ
ミ
ド
リ
シ
ジ
ミ
や 

オ
オ
ク
ワ
ガ
タ
な
ど
多
種
多
様
な
生
物
が
生
息

し
て
お
り
、
生
物
多
様
性
の
保
全
の
場
と
し
て

も
重
要
で
す
。
兵
庫
県
立
大
学
名
誉
教
授
の
服

部
保
氏
ら
（
人
と
自
然
№
６
，
１
９
９
５
年
）

は
、
猪
名
川
上
流
域
の
里
山
の
特
異
性
に
つ
い

て
、
歴
史
性
、
台
場
ク
ヌ
ギ
の
存
在
、
植
物
の

種
組
成
の
特
殊
さ
、
動
物
相
の
多
様
さ
、
現
在

も
続
く
木
炭
生
産
、
と
い
う
５
つ
を
あ
げ
て
い

ま
す
。

　

林
業
遺
産
「
猪
名
川
上
流
域
の
里
山​

（
台
場

ク
ヌ
ギ
林
）」
の
認
定
地
は
、
兵
庫
県
川
西
市

黒
川
に
あ
り
、
能
勢
電
鉄
の
所
有
地
と
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
地
の
林
業
景
観
や
林
業
の
発
祥

地
・
跡
地
と
し
て
の
価
値
が
評
価
さ
れ
た
認
定

で
あ
り
、
台
場
ク
ヌ
ギ
は
、
黒
川
駅
と
山
上
駅

を
結
ぶ
「
妙
見
の
森
ケ
ー
ブ
ル
」
周
辺
に
ま
と

ま
っ
て
分
布
し
、
炭
焼
き
窯
跡
も
残
っ
て
い
ま

す
。
周
辺
の
森
林
と
と
も
に
四
季
折
々
の
景
観

が
織
り
な
さ
れ
、
大
堂
越
の
ハ
イ
キ
ン
グ
道
沿

い
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、
自
然
観
察
の
場
と

し
て
も
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

　

能
勢
電
鉄
で
は
、
２
０
１
２
年
よ
り
会
社
の

組
織
に
自
然
環
境
部
を
追
加
し
、
里
山
林
の
整

備
や
歴
史
・
文
化
の
継
承
、
地
域
と
の
交
流
を

目
指
す
「
里
山
保
全
ク
ラ
ブ
」
を
設
置
し
ま
し

た
。
メ
ン
バ
ー
と
な
る
10
人
ほ
ど
の
社
員
が
参

加
し
、
台
場
ク
ヌ
ギ
の
周
辺
の
森
林
整
備
、
作

業
道
づ
く
り
、
炭
窯
跡
の
再
生
な
ど
の
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
活
動
を
推
進
し

て
き
た
能
勢
電
鉄
の
信
田
修
次
さ
ん
、
遠
矢

良
宣
さ
ん
は
、「
長
い
歴
史
と
豊
か
な
生
物
を

育
ん
で
き
た
こ
の
地
は
、
私
た
ち
の
誇
り
で
す
。

地
域
の
人
た
ち
と
と
も
に
、
日
本
一
の
里
山
、

沿
線
文
化
の
伝
統
を
こ
れ
か
ら
に
継
承
し
て
い

き
ま
す
。」
と
熱
い
思
い
を
語
り
ま
す
。

　

猪
名
川
上
流
域
で
は
、
今
も
池
田
炭
の
生
産

が
行
わ
れ
、
茶
道
や
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
、
あ
る
い

は
観
賞
用
の
炭
な
ど
と
し
て
広
く
販
売
さ
れ
て

い
ま
す
。
一
方
、
１
９
６
０
年
代
以
降
の
燃

料
革
命
に
よ
り
、
炭
の
需
要
は
大
き
く
減
少

し
、
管
理
放
棄
さ
れ
た
ク
ヌ
ギ
林
や
シ
カ
に
よ

る
食
害
の
拡
大
、
生
炭
者
の
減
少
な
ど
、
多
く

の
課
題
を
か
か
え
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
課

題
の
解
決
の
た
め
、
生
炭
者
、
市
民
団
体
、
企
業
、

行
政
な
ど
が
連
携
し
、
ク
ヌ
ギ
の
森
づ
く
り
、

パッチワーク状となるクヌギ林の景観

炭
生
産
技
術
の
継
承
、
普
及
啓
発
な
ど
の
活
動

が
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
台
場
ク
ヌ
ギ
や
池

田
炭
の
も
つ
魅
力
、
価
値
が
よ
り
広
く
、
よ
り

深
く
理
解
さ
れ
、
か
け
が
え
の
な
い
里
山
文
化

が
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
強
く
期
待
さ
れ
ま
す
。

台場クヌギ

池田炭の炭焼き窯（池田の菊炭　今西家）能勢電鉄「里山保全クラブ」の活動

林業遺産認定地周辺の森と妙見の森ケーブルカー

林業遺産認定地内の炭窯跡
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